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　これまで田原市の酪農家では、粗飼料のほとんどを輸入粗飼料に頼ってきた
が、地域戦略事業により耕畜連携を進め、酪農家の自給飼料の確保を推進して、
２年前から田原市内での自給飼料の栽培を開始した。今年度はブロッコリーや
キャベツの夏の空き畑や旧渥美畜産実験農場のほ場を活用して、デントコーンや
ソルゴーを14haで栽培した。７月中旬から８月上旬にかけて収穫を行い、1,229
ロール(推定収量約551.7t)が生産された。農業改良普及課では今後、約２か月の
サイレージ調整後、給与開始時に成分や品質を調査し問題がなければ、次年度以
降も自給飼料の増産を推進していく。

今月の管内農業情報  （ 田原農業改良普及課 ）

8月の農業情報

[2024年9月27日]

令和６年７月19日～８月６日

田原市粗飼料生産コントラクター組合・田原市粗飼料生産利用組合
（酪農家７名）

輸入粗飼料頼りだった酪農家が、地元産自給飼料を1,229ロール確保

田原市

デントコーン収穫の様子


